
　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
一

昨
年
十
二
月
に
公
表
し
た
「
日
本
の
地
域
別

将
来
推
計
人
口（
二
〇
二
三
年
推
計
）」に
よ

る
と
、
広
島
県
の
人
口
は
出
生
数
の
減
少
に

伴
う
「
自
然
減
」
に
加
え
て
転
出
超
過
に
伴

う
「
社
会
減
」
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
の
二
百 

八
十
万
人
か
ら
二
〇
五
〇
年
に
は
二
百
二
十 

三
万
人
へ
と
五
十
七
万
人
減
少
す
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
総
務
省
の
「
住
民
基

本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」
に
よ
る
と
、
二
〇
二 

三
年
の
広
島
県
の
社
会
増
減
は
マ
イ
ナ
ス

一
一
、四
〇
九
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

数
値
に
は
、
国
外
と
の
転
出
入
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
三
年
連
続
で
全
国
一
位
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
広
島
県
の

社
会
減
少
数
が
最
多
の
年
齢
層
は
「
二
十
～

二
十
四
歳
」
で
、
二
〇
二
三
年
は
マ
イ
ナ
ス

三
、一
六
七
人
で
十
年
前
の
二
〇
一
三
年
は

マ
イ
ナ
ス
一
、六
五
三
人
で
し
た
か
ら
、
一
、

五
〇
〇
人
ほ
ど
転
出
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

ん
。
収
容
人
数
千
人
以
上
の
施
設
は
六
つ
あ

り
ま
す
。
中
で
も
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

が
最
大
で
、
約
一
万
人
収
容
で
き
ま
す
。
た

だ
、
二
三
年
度
の
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
の

公
演
回
数
は
十
八
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
三
十
一

回
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
広
島
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
つ
い
て
は
、
こ
の
業
界
で
日
本
一
公

演
予
約
す
る
の
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
予
約
が
取
れ
な
い
理
由
の
一
つ
は
、
広

島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
を
所
管
す
る
広
島
県

が
、
有
料
興
行
の
日
数
を
年
間
十
％
以
内
と

定
め
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
開
館
し
て

い
る
日
の
約
二
割
し
か
興
行
に
は
使
え
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
本
来
は
県
民
ス
ポ
ー
ツ

の
た
め
の
施
設
だ
か
ら
と
い
う
理
由
の
よ
う

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
広
島
県
の
若
者
は
、
大
学
卒

業
時
に
大
都
市
に
転
出
す
る
者
が
多
く
、
そ

の
傾
向
は
男
子
よ
り
も
女
子
に
強
い
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
要
因
分
析
を

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
広
島
県
の
若
者

が
大
都
市
に
流
出
す
る
要
因
分
析
：
広
島
文

教
グ
ロ
ー
バ
ル
、
四
号
、
四
十
九
～
五
十
八

（
二
〇
二
〇
）」が
あ
り
ま
す
。そ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
学
生
の
半
分
が
広

島
県
外
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
と
し
て
①
就
職
し
た
い
業
種
・
職
種
・

企
業
が
県
内
に
な
い
（
企
業
の
問
題
）、
②

都
会
に
住
み
た
い
（
街
の
問
題
）、
③
実
家

に
戻
る
（
個
人
の
問
題
）、
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
①
の
学
生
が
希
望
し
て
い
る

業
種
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｔ
、
情
報
通
信
業
、
放

こ
の
年
代
の
流
出
が
多
い
こ
と
に
は
、
県
内

に
就
職
を
希
望
す
る
企
業
が
少
な
か
っ
た

り
、
街
に
魅
力
を
感
じ
に
く
か
っ
た
り
と
、

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
首

都
圏
の
企
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
の
採
用
活
動

で
、
地
方
の
学
生
の
獲
得
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

街
の
魅
力
で
い
え
ば
、
ア
イ
ド
ル
や
音
楽

フ
ァ
ン
の
間
で
話
題
に
上
る
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
ラ
イ
ブ
の
い
わ
ゆ
る
「
広
島
飛
ば
し
」
も

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
コ
ン
サ
ー

ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
ズ
協
会
の
調
べ
で
は
、

二
〇
二
三
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
公
演
回

数
は
、
大
阪
が
六
、〇
〇
二
回
、
福
岡
が
一
、

五
七
五
回
で
、
広
島
は
七
二
一
回
で
し
た
。

宮
城
は
一
、二
四
三
回
な
の
で
、
福
岡
の
半

分
以
下
、宮
城
の
六
割
の
公
演
回
数
で
し
た
。

他
の
地
方
中
枢
都
市
と
比
べ
て
も
、
広
島
の

公
演
回
数
は
明
ら
か
に
少
な
い
で
す
が
、
広

島
市
に
受
け
皿
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

送
、
出
版
な
ど
が
あ
り
、
②
で
は
、
広
島
の

魅
力
と
そ
し
て
広
島
に
不
足
し
て
い
る
も
の

を
尋
ね
て
い
ま
す
が
、
広
島
の
自
然
、
食
、

街
の
大
き
さ
、
そ
し
て
商
業
施
設
に
は
満
足

し
て
い
ま
し
た
が
、
ラ
イ
ブ
公
演
や
テ
ー
マ

パ
ー
ク
に
は
強
い
不
満
が
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
旅
行
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
一
年
間

に
平
均
約
三
回
、県
外
に
旅
行
し
て
い
る
が
、

行
先
は
、
東
京
圏
、
大
阪
圏
、
福
岡
圏
が
全

体
の
七
割
で
、
旅
行
目
的
の
四
割
が
ラ
イ
ブ

公
演
で
し
た
。
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
並
み
の

大
き
さ
で
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
使
え
る
新
た

な
コ
ン
サ
ー
ト
専
用
の
施
設
が
で
き
れ
ば
、

福
岡
並
み
の
数
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
で

き
、
若
者
の
流
出
が
少
し
で
も
防
げ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、
本
学
の
令
和
六
年
三
月
の
卒

業
生
は
、
五
四
・
三
％
が
県
内
に
就
職
し
て

い
ま
す
。
本
学
で
は
、
一
年
次
か
ら
キ
ャ
リ

ア
教
育
科
目
を
配
置
し
、
ま
た
就
職
支
援
事

業
と
し
て
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
キ
ャ
リ
ア

相
談
、
業
界
研
究
会
、
企
業
説
明
会
、
公
務

員
対
策
講
座
な
ど
を
行
い
、
全
学
生
の
就
職

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
県

立
の
大
学
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
広
島
県
内

の
企
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
努
力
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
若
者
の
県

外
へ
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
県
内
企
業

の
方
を
は
じ
め
、
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

若
者
流
出
に
思
う
こ
と

若
者
流
出
に
思
う
こ
と
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